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(百万円未満切捨て)
１．平成28年９月期第３四半期の業績（平成27年10月１日～平成28年６月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年９月期第３四半期 902 7.0 △51 ― △59 ― △61 ―

27年９月期第３四半期 842 △22.4 △78 ― △98 ― △102 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年９月期第３四半期 △14.33 ―

27年９月期第３四半期 △29.37 ―
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年９月期第３四半期 1,242 779 62.7

27年９月期 1,280 468 36.4
(参考) 自己資本 28年９月期第３四半期 779百万円 27年９月期 466百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年９月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

28年９月期 ― 0.00 ―

28年９月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

３．平成28年９月期の業績予想（平成27年10月１日～平成28年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,450 17.0 50 ― 35 ― 30 ― 6.86
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年９月期３Ｑ 4,721,100株 27年９月期 3,951,100株

② 期末自己株式数 28年９月期３Ｑ 74,500株 27年９月期 74,500株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年９月期３Ｑ 4,281,073株 27年９月期３Ｑ 3,497,877株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期決算に関する定
性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、基調としては緩やかに拡大して

行く傾向ではあったものの、新興国経済の減速の影響などにより、輸出・生産面での動きが鈍く、個人消費にも弱

さが見られました。先行きに関しましても、英国のEU離脱問題やそれに伴う円高の進行など、景気下振れのリスク

は大きく、極めて不透明な状況におかれております。

一方、当社を取り巻く事業環境としましては、主要分野である医療業界におきまして、高齢化社会の急激な進行

に伴う社会構造の変化に対応した医療・介護サービス体制の構築が急務とされております。このような全体の動き

の中で、医療機関のみならず地域行政や介護施設も含めた効率的な連携が必要とされており、診療情報の電子化な

ど、医療IT技術の必要性はこれまで以上に高まっていくことが予想されております。

このような経営環境において、当社は平成28年９月期を中期経営計画の初年度と位置づけ、中期経営計画の基本

方針である再成長への転換と安定収益体制の確立を実現するため、医療画像事業における商品競争力の向上、在宅

医療・介護福祉分野における新規事業の展開、製品原価の圧縮、の三点を当期の重点施策とし、事業を展開してま

いりました。

医療画像事業においては、仕入の全工程における業務の見直しを行い原価の低減に努めた他、在宅医療・介護福

祉分野で展開するduranta（テレメトリー式心電計）事業において不整脈に関する共同研究を聖マリアンナ医科大

学と開始いたしました。また、衛星画像事業においてはUAV（ドローン）関連の製品や、FieldSpec4（携帯型分光

放射計）の販売に注力してまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間における経営成績は、売上高902百万円（前年同期比7.0％増）、営業損失51百

万円（前年同期は78百万円の損失）、経常損失59百万円（同98百万円の損失）、四半期純損失は61百万円（同102百

万円の損失）となりました。

セグメント別の概況は以下のとおりです。

医療画像事業

当第３四半期累計期間の医療画像事業セグメントはPACS（医療画像保管・配信・表示システム）の販売が堅調に

推移したものの、前年同期に大型案件が計上されていたため、売上高770百万円（前年同期比0.2％減）、営業利益

50百万円（同24.6％減）となりました。

医療画像事業全般においては、仕入の製品構成の見直しなどコスト削減を実施し、またシステム導入の効率化に

注力するなど、利益率の向上に取り組んでまいりましたが、新規事業開発に関する先行投資の計上などにより事業

全体での利益率が低下いたしました。また在宅医療・介護福祉分野で展開するduranta事業において、聖マリアン

ナ医科大学と不整脈を早期発見することで重大な脳卒中の発症や再発を予防する目的で開始した共同研究は、順調

に進捗しております。

衛星画像事業

当第３四半期累計期間の衛星画像事業セグメントは売上高131百万円（前年同期比85.4％増）、営業利益28百万円

（前年同期は7百万円の損失）となりました。

FieldSpec4の販売が好調に推移したほか、UAV関連のソフトウェアであるPix4Dmapper（自動オルソモザイク＆3D

処理ソフトウェア）の売上も堅調に推移し、売上・利益ともに前年実績からの大幅な改善を達成できました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、1,056百万円（前事業年度末比1.7％減）となりました。これは、売掛金が185百万円減少、現金及

び預金が166百万円増加したこと等によります。

固定資産は、186百万円（同9.7％減）となりました。これは、ソフトウェア仮勘定が14百万円減少したこと等に

よります。

この結果、総資産は、1,242百万円（同3.0％減）となりました。

（負債）

流動負債は、249百万円（前事業年度末比53.7％減）となりました。これは、買掛金が204百万円、短期借入金が

100百万円減少したこと等によります。

固定負債は、213百万円（同21.7％減）となりました。これは、長期借入金が51百万円減少したこと等によりま

す。

この結果、負債合計は、463百万円（同42.9％減）となりました。

（純資産）

純資産合計は、779百万円（前事業年度末比66.3％増）となりました。これは、資本金が187百万円、資本剰余金

が187百万円増加したこと等によります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年９月期（通期）の業績予想につきましては、平成27年11月９日付「平成27年９月期 決算短信〔日本基

準〕(非連結)」にて公表いたしました業績予想に変更はございません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(減価償却方法の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第３四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第３四半期累計期間において、四半期財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 624,583 791,464

売掛金 380,153 195,088

商品 18,950 12,076

仕掛品 27,319 36,445

貯蔵品 317 46

その他 23,509 21,366

貸倒引当金 △129 △66

流動資産合計 1,074,703 1,056,422

固定資産

有形固定資産 39,882 41,844

無形固定資産

ソフトウエア 96,459 89,197

その他 17,059 2,079

無形固定資産合計 113,518 91,277

投資その他の資産

投資有価証券 1,762 1,762

その他 50,845 51,196

投資その他の資産合計 52,607 52,958

固定資産合計 206,007 186,080

資産合計 1,280,710 1,242,503

負債の部

流動負債

買掛金 280,846 76,396

短期借入金 100,000 -

1年内償還予定の社債 14,200 14,200

1年内返済予定の長期借入金 85,992 84,742

未払法人税等 3,969 3,499

リース債務 627 635

製品保証引当金 9,905 13,311

その他 43,984 57,166

流動負債合計 539,525 249,950

固定負債

社債 36,100 29,000

長期借入金 232,793 180,973

リース債務 2,223 1,745

退職給付引当金 1,537 1,719

固定負債合計 272,653 213,437

負債合計 812,178 463,388
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(単位：千円)

前事業年度
(平成27年９月30日)

当第３四半期会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,053,492 1,240,637

資本剰余金 196,490 383,635

利益剰余金 △671,880 △733,208

自己株式 △111,949 △111,949

株主資本合計 466,153 779,114

新株予約権 2,379 -

純資産合計 468,532 779,114

負債純資産合計 1,280,710 1,242,503
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年６月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 842,849 902,118

売上原価 558,922 618,460

売上総利益 283,927 283,658

販売費及び一般管理費 362,662 335,557

営業損失（△） △78,735 △51,899

営業外収益

受取利息 22 41

受取配当金 150 150

為替差益 - 2,816

その他 34 326

営業外収益合計 206 3,333

営業外費用

支払利息 3,156 3,876

為替差損 695 -

支払手数料 8,266 6,129

その他 7,978 956

営業外費用合計 20,097 10,963

経常損失（△） △98,625 △59,528

税引前四半期純損失（△） △98,625 △59,528

法人税、住民税及び事業税 4,094 1,799

法人税等合計 4,094 1,799

四半期純損失（△） △102,720 △61,328
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期累計期間において、新株予約権の行使により資本金が187,144千円、資本剰余金が187,144千円増加

しております。

この結果、当第３四半期会計期間末において、資本金が1,240,637千円、資本剰余金が383,635千円となっており

ます。

（セグメント情報等）

(セグメント情報)

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上額
（注）２医療画像

事業
衛星画像
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 771,834 71,015 842,849 ― 842,849

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 771,834 71,015 842,849 ― 842,849

セグメント利益又は損失(△) 66,447 △7,773 58,673 △137,409 △78,735

(注) １ 調整額に記載されているセグメント利益又は損失には各報告セグメントに配分していない全社費用

△137,409千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２ セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上額
（注）２医療画像

事業
衛星画像
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 770,486 131,631 902,118 ― 902,118

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 770,486 131,631 902,118 ― 902,118

セグメント利益又は損失(△) 50,095 28,438 78,533 △130,433 △51,899

(注) １ 調整額に記載されているセグメント利益又は損失には各報告セグメントに配分していない全社費用

△130,433千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２ セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年08月09日 10時27分 10ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）


